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2021年５月８日15時40分，かすみがうら市水族

館（茨城県）に来館者より「公園（水族館に隣接す

る歩崎公園）でカメが卵を産んでいる」という報告

があり，確認に向かうとミシシッピアカミミガメ（以

下アカミミガメ）のメスが後肢で土を埋め戻してい

る様子が確認された．来館者によると，水族館に

入館する前の15時頃には卵を産んでいたとのこと

で，その時の様子を写したスマートフォンの写真も

見せてもらった．来館者と共にしばらくアカミミガメ

を観察していると，公園付近に住んでいるノネコ

（褐色）がやってきてアカミミガメに近づいてきた．

アカミミガメのすぐ近くまでくると興味を示した様子

で，顔を近づけにおいを嗅ぐ，甲羅を前脚で何度

も叩く等の干渉を行った（図１）．その間，カメは逃

げ出すことなく穴の埋め戻し作業を続けていた．し

ばらくするとノネコ（褐色）はその場を離れていった．

その５分後，別のノネコ（白と灰）がやってきて，カ

メの周りをしばらくウロウロしていたが，２～３分ほ

図１．埋め戻し中のアカミミガメ周辺の匂いかぐノネコ

どでその場から去って行った．16時2分に館内作

業のため，観察を切り上げて戻ったが，16時38分

に別の来館者から「カメが歩いている」と言われて

確認に向かうと，先程のアカミミガメが歩いていた

ので，回収して公園内の池に設営されている淡水

ガメ用の囲いの中に収容した．なお，後日（2021

年５月10日），産卵巣を確認したところ，卵数は７

個であった．

日本におけるアカミミガメ産卵の記録は各地で

報告されており，茨城県においても坂東市の

ミュージアムパーク茨城自然史博物館敷地内にて，

同種の産卵が報告されている（早瀬，2008）．しか

し，日本において野生下でのアカミミガメの産卵を

開始から終了まで詳しく観察した報告や，産卵行

動に関する研究はほとんど発表されていない．ウ

ミガメに関しては産卵行動が開始から終了まで類

別されており，一連の産卵行動は(a) 上陸，(b) ボ

ディーピット掘り，(c) 穴掘り，(d) 産卵，(e) 穴埋め，
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(f) カモフラージュ，(g) 帰海の７つに類別され（松

沢，2012），このうち(d)の段階まで進むと，以降は

人が近づき観察しても最後まで産卵行動を行うと

される（環境省，2007）．今回ノネコに干渉されて

いたアカミミガメは上記の類別では(e)または(f)の

段階に相当するものと考えられた．今回の観察結

果からアカミミガメもウミガメ同様に産卵後に外部

から干渉があっても産卵行動は継続するというこ

とがわかり，興味深い．
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東京低地に位置する足立区は，淡水棲カメ類の

生息状況を記録した資料が極めて少ない．ニホン

イシガメMauremys japonica（以下，イシガメ）の

生息に関する情報もなく，有識者への聞き取り調

査からも見たことがないとの返答が多かった．とこ

ろが2014年の区内の広域的な調査からクサガメ

M. reevesiiとの交雑の疑いがある孵化幼体が記

録され，イシガメの生息の可能性が示唆された

（辻井，2021）．その後，足立区内でのイシガメの

生息状況を調査してきた結果，新たに３例のイシ

ガメが確認されたのでここに報告する．

１例目は，2019年６月22日の18：00過ぎに2014

年に実施した生息状況調査の対象調査地点であ

る河川付近の陸上で発見された（図１a）．確認場

所の詳細は，過度な採集や別地域への移動を避

けるため伏せておく．個体は僅かながら成長停止

線が認められ，１齢の幼体と推定された．尾の欠

損はなく，背甲長はおよそ５cmであった．

２例目は，2020年６月18日の11:00～12:00の

間に１例目とは別地点で目視によるルートセンサ

スの調査時に確認された．個体は抽水植物の間

を遊泳しており，しばらく水面から頭部を出してい

た．捕獲ができない距離にあったため，高倍率

ズームが可能なデジタルカメラ（SONY α77；

SEL70300G）にて撮影した（図１b）．個体は外見

上，イシガメと判断した．

３例目は別地点で2021年10月３日の12:00～

13:00の間にルートセンサスの調査時に確認され

た．中州で日光浴をしているところをデジタルカメ

ラで撮影した（図１c）．

１例目（2019年）の確認個体は幼体であったた

め，野生由来であれば前年にイシガメと思われる

個体から孵化したものが越冬後に現れたと推測さ

れる．発見場所付近で孵化した幼体なのか上流

域から流入してきた個体かは不明である．また，

飼育由来であれば，屋外で飼育されていた個体か
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